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図2：数学的活動のつながり
3.2授業実৻
3.2.1授業について
授業は，ଧ取市内の公立中学校第1学年の生
徒，約140名(4クラス)を対象として，2003年2
月中旬に実施した。対象とした生徒は，これま
でに小学校第4学年で直方体と立方体の展開図
について基本的な事項を学習している。
また，生徒は本授業の前々時に，基本的な柱
体と錐体の特徴を調べ，それにより立体を弁別
する学習を，前時に，基本的な柱体を構成する
面や辺の位置関係を調べ，立体の構成要素につ
いて明らかにし,その立体を再度特徴づける学
習を行っている。
3.2.2授業の評価と反省
原理・原則を発見する活動(活動A)について
は，A-1，2を予測していたが，それ以外のA-3
「『縦，横それぞれ一列につながって並んだ正
方形を列と見て，その一列をはさんだ位置関係』
を発見する活動」が観察されたことである。こ
のA-3を加え，活動Aを捉え直すと，A-1→A-3
→A-2の順を経てより一般性をもつ原理・原則
となっていくことが考えられる。活動Aについ
ては，ほとんどの生徒が，A-1を集団によるҭ
題のӂ決時までに達成していたようであった。
展開図をつくる活動(活動B)については，
B-2，3(一つ(複数)の面を回転させてつくる活
動)と比ԁ的に，B-1(任意の正方形をつなげて
るつくる仕方)が，多くの生徒で観察された。
このとき，重なる辺や点を対応付ける活動(活
動C)は，任意に面をつなげる活動(B-1)時に，
つなげてよい位置と，いけない位置とを検証す
ることに対する支援となり得たようであった。
原理・原則を利用する活動(活動D)について
は，評価問題の達成状況から，多くの生徒でな
されたことが予測される。このことから，本授
業のテーマに৓定した数学的活動を仕組むこと
については成功裡に展開し得たと思われる。よっ
て，教材の原理・原則の扱い方として，それを
発見・利用するような探究の対象として扱うこ
との妥当性が示唆される。また，そうした探究
を数学的活動として仕組むことの妥当性も示唆
される。
しかしながら，一方で，次のような問題が明
らかになった。授業の展開時における生徒の活
動として，当該の原理・原則を見つけること
(活動A)よりも，新たな展開図そのものを考え
出すこと(活動B)に専念する状態の続く様子が，
多くの生徒で観察された。このため，集団によ
るҭ題のӂ決時までに，A-1は達成していたが，
より一般性をもった原理・原則の発見である
A-2，3を達成している生徒がほとんどいなかっ
た。このことが，問題点として明らかになった。
問題の原因として，第1に，原理・原則の利
用する場面が，授業の終結における評価問題に
おいてのみであったことが考えられる。原理・
原則を利用する場が当初ҭ題の自力ӂ決時に৓
定されず，原理・原則を発見する必要性を生徒
が十分に感得し得なかったためと思われる。つ
まり，ҭ題の৓定自体が不適切であったと考え
られる。第2の原因に，৓定したҭ題の提示の
仕方が不適切であったことが考えられる。提示
の仕方は，展開図は代表的な一つのみを掲示し
ただけで，生徒は当該の原理・原則を見つけさ
せるために自力で展開図を考えなければならな
いようになっていた。よって，生徒は，本来の
ҭ題となっていた当該の原理・原則を発見する
ことよりも，新たな展開図を考え出すことに専
念したと思われる。
上記の問題を改善するために，第1の原因に
対しては，原理・原則を積極的に利用する支援
を考える。当該の原理・原則は，念頭において
展開図を組立てることが苦手な生徒にとっても，
それを利用することで，機械的に展開図かどう
か確かめたり，新たな展開図を創造したりでき
るような利用の仕方がある。このことを踏まえ
ると，生徒は，発見した平行な面と面の関係の
原理・原則を利用することによって，展開図を
つくっていき，それまでの原理・原則でつくる
ことのできない展開図をつくるためのより一般
性をもつ原理・原則を発見していくといったҭ
題の৓定が考えられる。つまり，一度，原理・
原則を発見したならば，その原理・原則にこだ
わって展開図をଵ究するというҭ題である。こ
のҭ題৓定の方が，本授業のものより，「原理・
原則をもとに新たな知見を得る」という公理的
方法に基づく学習指導に沿うようにもなる。
第2の原因に対しては，導入時にҭ題と併せ
て，いくつかの展開図を提示しておき，それら
の展開図における平行な面と面の位置関係につ
いての原理・原則を発見させるようにすること
が考えられる。このことは，上の改善策と関連
する。つまり，原理・原則を発見するために展
開図を考えるのでなく，展開図を考えるために
原理・原則を発見するようなҭ題にするのであ
る。これによって，活動Bの様相は「原理・原
則を利用してつくる」活動へと，考え直すこと
が要請される。
以上の問題点に対する議論から，生徒に原理・
原則を発見させる動機づけとして，原理・原則
を利用することのよさを感得させる必要性が示
唆される。このことは，本授業で৓定した授業
テーマによる数学的活動の仕組み方を考える上
で一つの指針となる。
Ⅳ．終わりに
本稿では，数学的活動の展開について，原理・
原則をいかに扱い，生徒にアプローチさせるか
探ることが目的であった。本稿では，公理的方
法に基づく学習指導を援用し，原理・原則を発
見と利用するような授業を構成することを考え
た。このことは，数学的活動を授業に仕組むこ
との具体的方策としての一つの提案である。
本稿はこの主張を実際の学習指導において実
৻し検討をࠌみた。検討の結果，次の示唆が得
られた。
(1) 教材の原理・原則の扱いとして，数学的
活動による探究の対象として授業に位置づ
けられる。
(2) 教材の原理・原則は，それを利用する活
動を通して生徒にその利用価値を感得させ
ることによって次なる原理・原則を発見す
る活動への動機づけとなる。
本稿では，実৻した授業の検討の結果，上の
(2)が示唆されたが，これを取り入れた授業を
構成・実施することがҭ題として残された。そ
れに伴い，再度，本稿で৓定した授業テーマに
ついての吟味が必要とされる。また，数学的活
動を仕組む方策についても，他の見ӂとの比ԁ・
検討が必要とされる。
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